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諸
君
、
狂
い
た
ま
え 

教
頭 

秋
葉 

正
任 

 

「
諸
君
、
狂
い
た
ま
え
」
。
幕
末
の
志
士
、
吉
田
松
陰
が
松
下
村
塾
の
門
下
生
に
向
け
た
言

葉
で
す
。
こ
こ
で
い
う
「
狂
う
」
と
は
、
決
し
て
理
性
を
失
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周

囲
の
評
価
や
損
得
を
捨
て
、
た
だ
純
粋
な
情
熱
に
従
い
行
動
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
現
代

は
、
予
測
が
困
難
で
先
行
き
が
不
透
明
な
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
段
階
を
超
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
化
に
よ
っ
て
、
よ
り
複
雑
で
混
沌
と
し
た
「
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｉ
時
代
」
と
呼
ば
れ

る
状
況
で
す
。
激
動
の
幕
末
を
生
き
た
松
陰
の
言
葉
は
、
変
化
の
激
し
い
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
に
、
大
切
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
今
、
な
ぜ
学
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
「
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
と

受
動
的
に
感
じ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
こ
に
は
ま
だ
、
自
分
自
身
の
「
狂
い
」、
つ
ま
り
情
熱
が

欠
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
習
に
お
け
る
「
狂
い
」
と
は
、「
な
ぜ
？
」
と
問
い
続

け
る
純
粋
な
好
奇
心
や
、
「
こ
う
な
り
た
い
」
と
い
う
志
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
で
学

ぶ
諸
学
問
や
探
究
活
動
は
、
単
な
る
知
識
の
蓄
積
で
は
な
く
、
自
分
の
情
熱
を
社
会
と
接
続

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
自
分
の
興
味
・
関
心
が
学
び
と
重
な
り
、「
お
も
し
ろ
い
！
」
「
や

っ
て
み
た
い
！
」
と
感
じ
た
と
き
、
誰
に
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
主
体
的
に
納
得
す
る
ま

で
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
高
校
時
代
に
経
験
し
た
い
、
最
も
贅
沢

な
学
び
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。 

な
ぜ
、
今
こ
こ
で
吉
田
松
陰
の
言
葉
を
用
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
本
校
が
立
つ
こ
の
長
岡

山
の
地
は
、
吉
田
松
陰
の
出
身
地
で
あ
る
長
州
と
、
深
い
縁
が
あ
る
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん

は
、
長
岡
山
が
、
か
つ
て
戊
辰
戦
争
の
戦
場
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
ま
す
か
？
い
わ
ゆ
る

幕
領
（
江
戸
幕
府
の
領
地
）
だ
っ
た
寒
河
江
と
、
新
政
府
側
の
長
州
は
言
わ
ば
政
敵
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
辿
れ
ば
、
寒
河
江
の
基
礎
を
築
い
た
大
江
家
と
長
州
藩
の
毛

利
氏
は
、
共
に
鎌
倉
幕
府
の
重
臣
「
大
江
広
元
」
を
祖
と
す
る
縁
戚
関
係
に
あ
り
ま
す
。
寒

河
江
市
役
所
の
吹
き
抜
け
２
階
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
大
江
家
家
紋
「
一
文
字
三
ツ
星
」
は
、

毛
利
家
家
紋
と
共
通
し
て
い
ま
す
。
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
長
州
藩
の
革
新
の
気
風
の
源

は
、
こ
の
寒
河
江
の
土
壌
に
も
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
１
０
年
間
の
教
育
目
標
、
及
び
５
年
間
の
教
育
施
策
方
針
と
し
て
策
定
さ
れ

た
「
第
７
次
山
形
県
教
育
振
興
計
画
」
に
お
い
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持

ち
、
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
正
解
の
な
い
問
い

に
溢
れ
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
「
何
を
し
た
い
か
」
と
い
う
強
い
意
志
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
失
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敗
を
恐
れ
ず
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
こ
の
高
校
生
活
で
、
自
分
は
何
に
対
し
て

「
狂
え
る
」
の
か
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
に
小
さ
な
『
好
き
』
や
『
な
ぜ
？
』
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。「
未
来
開
拓 

次
代
の
チ
カ
ラ 

寒
高
」。

そ
の
情
熱
こ
そ
が
、
皆
さ
ん
の
未
来
を
切
り
拓
く
鍵
に
な
る
は
ず
で
す
。 

 

『
今
年
度
の
年
内
入
試
お
よ
び 

共
通
テ
ス
ト
の
状
況
に
つ
い
て
』 

進
路
指
導
課
長 

道
上 

琢
磨 

 

近
年
募
集
枠
の
拡
大
を
続
け
る
総
合
型
お
よ
び
学
校
推
薦
型
選
抜
い
わ
ゆ
る
年
内
入
試
は
、

国
公
立
大
学
の
後
期
日
程
縮
小
や
前
期
日
程
の
募
集
人
数
減
員
等
に
よ
っ
て
私
立
大
学
の
み

な
ら
ず
募
集
人
員
・
志
願
者
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
よ
り
良
い
志
願
者
を
選
抜
す
る
た
め

に
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
面
接
や
小
論
文
等
と
併
用
し
て
基
礎
学
力
検
査
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
も
今
年
度
よ
り
認
可
さ
れ
た
。
予
想
さ
れ
て
い
た
通
り
年
内
入
試
の
募
集
人
員
拡
大
に
伴
っ

て
志
願
者
も
大
き
く
増
加
し
、
年
内
に
進
路
を
早
く
決
定
し
て
安
心
し
た
い
と
い
う
受
験
生
本

人
や
保
護
者
の
心
理
も
顕
著
と
な
り
戦
い
は
激
化
し
て
い
る
。
学
力
試
験
重
視
の
一
般
選
抜
で

十
分
に
合
格
で
き
る
生
徒
で
あ
っ
て
も
早
く
合
格
を
決
め
た
い
想
い
か
ら
出
願
が
増
え
て
い

る
た
め
、
点
数
だ
け
で
決
ま
る
ペ
ー
パ
ー
試
験
で
は
合
格
に
届
か
な
い
が
面
接
や
小
論
文
な
ら

な
ん
と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
安
易
に
出
願
し
た
多
く
の
生
徒
は
失
敗
し
て
い
る
。
変
わ
り

ゆ
く
大
学
入
試
に
対
応
し
て
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、
我
々
教
職
員
も
新
た
な
体
制
を
構
築
し

対
応
し
て
き
た
が
、
や
は
り
下
積
み
が
欠
け
て
い
る
状
態
で
挑
戦
し
て
も
激
戦
を
勝
ち
抜
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
低
年
次
か
ら
確
実
に
積
み
上
げ
て
き
た
学
習
習
慣
と
基
礎
学
力
が
最
重
要
で

あ
る
と
確
認
し
た
１
年
で
あ
っ
た
。
入
試
時
期
が
早
ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
３
年
次
か
ら
受
験

生
に
な
る
の
で
は
遅
く
、
低
年
次
に
い
か
に
積
み
上
げ
て
き
た
か
で
年
内
入
試
に
挑
戦
で
き
る

か
が
決
ま
る
と
い
え
る
。 

 

一
方
、
共
通
テ
ス
ト
は
新
課
程
２
年
目
を
迎
え
各
科
目
ご
と
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
全
体

的
に
非
常
に
文
章
量
が
多
く
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
保
護
者
世
代
の
セ
ン
タ
ー

試
験
時
代
と
は
大
き
く
出
題
形
式
が
異
な
り
、
共
通
テ
ス
ト
は
確
か
な
読
解
力
と
と
も
に
知
識

の
み
な
ら
ず
応
用
力
が
な
い
と
対
応
が
難
し
い
。
昨
年
度
よ
り
や
や
難
化
し
た
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
今
年
度
の
３
年
次
生
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
共
通
テ

ス
ト
だ
け
で
も
非
常
に
大
変
な
の
に
、
先
述
し
た
年
内
入
試
に
挑
戦
し
つ
つ
並
行
し
て
共
通
テ

ス
ト
の
準
備
を
し
て
い
く
に
は
更
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
普
段
の
授
業
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
年
内
入
試
の
面
接
や
小
論
文
の
準
備
や
訓
練
は
、
本
来
な
ら
共
通
テ
ス
ト
の

学
習
に
向
か
え
る
時
間
を
割
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
事
に
合
格
す
れ
ば
共
通
テ
ス

ト
不
要
で
大
学
進
学
が
決
ま
る
場
合
も
あ
る
が
、
不
合
格
の
場
合
は
準
備
不
十
分
で
共
通
テ
ス

ト
に
進
む
可
能
性
も
高
い
。
年
内
入
試
と
共
通
テ
ス
ト
の
両
立
は
今
後
も
大
き
な
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
３
年
次
生
が
残
し
た
軌
跡
を
参
考
に
し
、
１
・
２
年
次
生
は
高
校
生
活
を
有
意
義

に
目
標
を
も
っ
て
過
ご
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。 
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『
数
字
』
か
ら
「
見
え
る
」
「
考
え
る
」『
進
路
』 

一 
令
和
七
年
度
学
校
基
本
調
査
結
果
か
ら 

日
本
の
人
口
は
一
億
二
千
三
百
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
高
校
卒
業
生
は
、

約
九
十
五
万
五
千
人
で
、
そ
の
う
ち
五
十
五
万
七
千
人
ほ
ど
が
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
実
に

五
十
八
％
を
超
え
る
率
で
す
（
前
年
度
よ
り
一
％
増
加
）
。
こ
れ
に
対
し
山
形
県
の
人
口
は
、

昨
年
四
月
に
百
万
人
を
下
回
り
、
現
在
は
九
十
九
万
人
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
、
山
形

県
の
高
校
卒
業
生
は
八
千
三
百
九
十
人
で
そ
の
う
ち
大
学
に
進
学
し
た
者
は
三
千
八
百
八
十

二
人
と
進
路
別
内
訳
で
は
全
国
同
様
最
も
多
く
、
そ
の
割
合
は
四
十
六
％
を
超
え
て
い
ま
す

（
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
）
。
皆
さ
ん
は
普
段
、
こ
の
よ
う
な
数
字
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
高
校
生
が
大
学
に
進
学
し
て
い
る
状
況
で
、
色
々
な
模

試
の
結
果
や
受
験
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
そ
し
て
大
学
に
関
す
る
様
々
な
情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
り
、
進
路
に
関
す
る
高
校
生
の
動
き
を
全
国
的
に
見
て
考
え
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
実
際
、
模
試
に
お
い
て
考
え
て
き
た
受
験
先
を
、
共
通
テ
ス
ト
の
結
果
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
幅
広
く
、
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
出
願
で
き
る
大
学
を
検
討

し
、
受
験
し
、
進
学
す
る
先
輩
も
出
て
い
ま
す
。
逆
に
大
学
側
か
ら
見
る
と
、
地
元
山
形
大
学

へ
の
昨
年
度
の
進
学
者
は
、
北
海
道
か
ら
二
十
八
人
、
九
州
か
ら
七
人
、
沖
縄
か
ら
六
人
が
入

学
し
て
い
ま
す
。
一
地
方
大
学
に
あ
っ
て
も
受
験
者
、
入
学
者
の
広
域
化
が
進
ん
で
い
る
の
で

す
。 

二 

令
和
八
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
志
願
者
数
と
前
年
度
共
通
テ
ス
ト 

志
願
者
数
か
ら 

さ
て
、
こ
の
一
月
に
実
施
さ
れ
た
令
和
八
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、
独
立
行
政
法
人

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
発
表
で
、
志
願
者
は
四
十
九
万
六
千
二
百
三
十
七
人
（
現
役
約
四
十
二

万
人
、
他
約
七
万
人
）
と
、
昨
年
度
よ
り
千
六
十
六
人
増
え
ま
し
た
。
山
形
県
出
身
の
志
願
者

は
三
千
五
百
八
十
六
人
（
現
役
約
三
千
二
百
人
、
他
約
三
百
五
十
人
）
で
昨
年
度
よ
り
三
十
三

人
増
え
ま
し
た
。
昨
年
度
の
現
役
大
学
進
学
者
数
に
対
す
る
昨
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
現
役
志
願

者
数
の
割
合
は
、
全
国
が
七
十
六
・
五
％
で
す
が
、
山
形
県
は
八
十
三
・
三
％
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
本
県
受
験
生
の
国
公
立
志
向
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
興
味
深
い
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
度
（
令
和
七
年
度
）、
全
国
に
は
八
百
十
二

の
大
学
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
総
募
集
人
員
は
六
十
三
万
五
千
二
百
五
十
人
、
総
入
学
者
は

六
十
四
万
八
千
四
百
三
十
人
で
し
た
。
こ
こ
に
示
し
た
総
入
学
者
は
現
浪
合
わ
せ
た
人
数
に
な

っ
て
い
ま
す
。
高
校
卒
業
後
、
大
学
に
進
学
し
た
人
数
を
「
五
十
五
万
七
千
人
ほ
ど
」
と
書
き

ま
し
た
か
ら
九
万
人
ほ
ど
は
浪
人
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
な
ん
と
入
学
者
に
占

め
る
現
役
進
学
率
は
八
十
五
・
九
％
に
も
な
り
ま
す
。
次
に
、
多
く
の
受
験
生
が
希
望
す
る
国

公
立
大
学
、
そ
の
数
と
進
学
に
関
わ
る
数
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
以
下
の
人
数
は

現
役
生
浪
人
生
合
わ
せ
た
数
に
な
り
ま
す
。
国
立
大
学
は
八
十
五
校
、
募
集
人
員
九
万
六
千
四

百
五
十
四
人
で
入
学
者
九
万
九
千
九
百
二
人
、
公
立
大
学
は
百
三
校
、
募
集
人
員
三
万
四
千
二

百
七
十
八
人
で
入
学
者
三
万
六
千
二
百
三
十
六
人
、
私
立
大
学
は
六
百
二
十
四
校
、
募
集
人
員
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五
十
万
四
千
五
百
十
八
人
で
入
学
者
五
十
一
万
二
千
二
百
三
十
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ざ
っ

く
り
い
え
ば
、
大
学
の
募
集
人
員
六
十
三
万
五
千
人
に
対
し
、
国
公
立
大
学
の
募
集
人
員
は
十

三
万
人
で
全
体
の
五
分
の
一
、
二
十
％
ほ
ど
で
す
。
そ
こ
に
四
十
九
万
五
千
が
共
通
テ
ス
ト
の

出
願
を
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
最
終
的
に
国
公
立
大
学
に
出
願
し
な
か
っ
た
受
験
生
が
い
た
に

し
て
も
、
単
純
に
計
算
す
る
と
平
均
三
・
八
倍
の
倍
率
に
な
り
ま
す
。
こ
の
数
字
か
ら
も
国
公

立
大
学
進
学
の
難
し
さ
が
分
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
気
の
私
立
大
学
は
倍
率
も
高
く
、
志
願

す
る
受
験
生
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
難
易
度
は
上
が
り
ま
す
。 

三 

得
点
と
偏
差
値
と
順
位 

模
試
や
受
験
で
よ
く
耳
に
す
る
偏
差
値
。
皆
さ
ん
は
そ
の
意
味
が
分
か
る
で
し
ょ
う
か
。
統

計
で
多
く
の
自
然
現
象
や
社
会
現
象
に
よ
く
あ
て
は
ま
る
と
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
分
布
と
し
て

正
規
分
布
が
あ
り
ま
す
。
二
、
三
年
次
生
は
数
学
Ｂ
の
授
業
で
習
っ
た
「
統
計
的
な
推
測
」
の

分
野
に
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
均
点
と
散
ら
ば
り
具
合
（
統
計
で
は
分
散
や
標
準
偏
差

の
値
で
示
す
）
の
違
う
試
験
の
得
点
の
成
績
を
比
較
す
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
テ
ス
ト

の
結
果
で
も
、
そ
の
得
点
の
平
均
を
五
十
点
、
標
準
偏
差
を
十
点
に
そ
れ
ぞ
れ
修
正
（
変
換
）

し
て
得
ら
れ
た
点
数
が
偏
差
値
で
す
。
あ
く
ま
で
得
点
の
分
布
が
正
規
分
布
に
従
っ
て
い
る
と

考
え
て
統
計
的
処
理
を
施
し
た
点
数
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
同
じ
集
団
で
受
験
し
た
違
う
教
科

の
成
績
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
寒
河
江
高
校
二
年
次
生
で
百
六
十
人
が
受

験
し
た
三
教
科
の
校
内
実
力
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
国
語
、
数
学
、
英
語
そ
れ
ぞ
れ
百

点
満
点
で
、
平
均
点
が
五
十
四
点
、
五
十
点
、
五
十
八
点
、
標
準
偏
差
が
十
五
点
、
二
十
五
点
、

二
十
点
だ
っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
時
あ
る
生
徒
が
三
教
科
す
べ
て
同
じ
六
十
五
点
を
と
っ
た
と

し
た
ら
、
ど
う
評
価
す
れ
ば
よ
い
か
、
あ
る
い
は
、
三
教
科
す
べ
て
が
同
じ
偏
差
値
六
十
に
な

る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
点
数
が
い
く
ら
だ
と
よ
い
か
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の

計
算
を
二
、
三
年
次
生
は
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
。
左
の
表

を
見
て
く
だ
さ
い
。
六
十
五
点
の
偏
差
値
は
、
国
語
五
十
七
・
三
、
数
学
五
十
六
、
英
語
五
十

三
・
五
と
な
り
、
国
語
が
最
も 

良
く
、
次
に
数
学
、
そ
し
て 

英
語
と
な
り
ま
す
。
逆
に
同
じ 

偏
差
値
六
十
に
な
る
た
め
の
得 

点
は
、
国
語
六
十
九
点
、 

数
学
七
十
五
点
、 

英
語
七
十
八
点
で
す
。
ま
た
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
が
零
点
や
満 

点
で
あ
っ
て
も
下
の
表
の
よ
う 

に
、
偏
差
値
が
零
や
百
に
は
な 

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
そ
の
教 

科
の
得
点
幅
と
偏
差
値
幅
は
比 

例
し
ま
す
。
実
際
に
は
、
得
点 

の
標
準
偏
差
が
偏
差
値
の
十
に 

相
当
し
ま
す
の
で
、
お
な
じ
偏 

差
値
一
の
違
い
が
、
こ
こ
で
は 

平均ｍ 

標準偏差σ 
正規分布曲線 

国語 数学 英語

平均点m 54 50 58

標準偏差σ 15 25 20

得点が65の偏差値 57.3 56 53.5

偏差値が60になる得点 69 75 78

得点が0点の偏差値 14 30 21

得点が100点の偏差値 80.7 70 71
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国
語
な
ら
一
・
五
点
、
数
学
な
ら
二
・
五
点
、
英
語
な
ら
二
点
と
な
る
の
で
す
。 

 
さ
て
、
偏
差
値
の
有
用
性
を
得
点
と
の
関
係
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
偏
差
値
、
単

に
違
う
教
科
の
成
績
を
比
較
す
る
た
め
だ
け
に
役
立
つ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
れ
か

ら
説
明
す
る
こ
と
が
模
試
や
受
験
で
利
用
さ
れ
る
一
番
の
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

偏
差
値
が
、
全
体
に
お
け
る
自
分
の
位
置
を
示
す
値
に
な
る
か
ら
で
す
。
大
学
を
受
験
し
て
合

格
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
基
準
を
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
大
学
の
望

む
最
低
限
の
学
力
を
備
え
、
求
め
る
学
生
像
に
叶
っ
て
い
る
必
要
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
実
際

に
は
、
募
集
定
員
内
に
入
れ
ば
合
格
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
受
験
者
全
体
に
お
け
る
自
分
の

位
置
、
上
位
か
ら
数
え
て
の
順
位
に
よ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
本
校
二
年
次
生
の
う
ち
実
力

テ
ス
ト
を
受
験
し
た
百
六
十
人
に
対
し
て
、
そ
の
偏
差
値
と
上
位
か
ら
数
え
て
、
何
％
、
何
位

に
な
る
の
か
を
左
の
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
得
点
分
布
が
正
規
分
布
に
従
う
と

考
え
て
の
統
計
的
数
値
で
す
。
こ
の
表
か
ら
分
か
る
こ
と
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
す
。
ま
ず

一
つ
目
、
実
際
の
得
点
幅
と
偏
差
値
幅
は
比
例
の
関
係
に
あ
る
と
前
述
し
ま
し
た
が
、
偏
差
値

幅
と
人
数
や
順
位
と
の
関
係
は
そ
う
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
偏
差
値
五
十
か
ら

五
十
五
ま
で
の
間
に
百
六
十
人
中
三
十
人
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
六
十
か
ら
六
十
五
ま
で
は
半

分
の
十
五
人
、
七
十
か
ら
七
十
五
ま
で
に
な
る
と
た
っ
た
の
三
人
で
す
。
次
に
二
つ
目
、
偏
差

値
か
ら
順
位
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
体
が
百
六
十
人
で
あ
る
今
回
の
テ
ス
ト
で
は
、
偏

差
値
が
七
十
五
以
上
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
一
位
、
偏
差
値
が
六
十
五
で
あ
れ
ば
十
一
位
、
偏
差
値
が

五
十
五
で
あ
れ
ば
五
十
位
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
三
つ
目
、
以
上
の
こ
と
か
ら
大
学
の
レ
ベ
ル

を
示
す
偏
差
値
帯
に
よ
っ
て
、
合
否
の
分
か
れ
目
の
様
子
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
全
国
で

は
、
入
学
者
六
十
四
万
人
強
と
浪
人
九
万
人
と
す
れ
ば
、
受
験
者
は
お
よ
そ
七
十
三
万
人
と
考

え
て
、
地
元
山
形
大
学
な
ど
偏
差
値
が
五
十
に
近
い
大
学
ほ
ど
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
受
験
生
が
多

く
、
少
し
の
点
数
の
違
い
が
合
否
に
大
き
く
関
わ
り
、
東
北
大
学
な
ど
偏
差
値
六
十
に
近
い
大

学
は
、
あ
る
程
度
限
ら
れ
た
上
位
者
の
戦
い
と
な
り
、
東
大
や
医
学
部
医
学
科
な
ど
六
十
後
半

か
ら
七
十
に
近
い
大
学
は
ま
さ
に
少
数
精
鋭
で
、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

な
い
シ
ビ
ア
な
戦
い
に
な
る
の
で
す
。
分
か
り
や
す
く
ミ
ニ
モ
デ
ル
で
あ
る
本
校
二
年
次
生
の

受
験
者
百
六
十 

人
で
考
え
る
と
、 

山
形
大
学
レ
ベ 

ル
は
、
お
よ
そ 

偏
差
値
四
十
七 

・
五
～
五
十
二 

・
五
の
範
囲
な 

の
で
三
十
一
人 

の
戦
い
に
な
り 

ま
す
。
一
方
、 

東
北
大
学
な
ど 

の
難
関
大
学
は
、 

偏
差
値
六
十
～ 

六
十
五
の
範
囲 

で
十
五
人
の
戦 

偏差値 上位％ 160人中 偏差値 人数

75 0.6% 1位 75～ 1人

72.5 1.2% 2位 72.5～75 1人

70 2.3% 4位 70～72.5 2人

67.5 4% 7位 67.5～70 3人

65 6.7% 11位 65～67.5 4人

62.5 10.6% 17位 62.5～65 6人

60 15.9% 26位 60～62.5 9人

57.5 22.7% 37位 57.5～60 11人

55 30.9% 50位 55～57.5 13人

52.5 40.1% 65位 52.5～55 15人

50 50% 80位 50～52.5 15人

47.5 59.9% 96位 47.5～50 16人

45 69.1% 111位 45～47.5 15人

42.5 77.3% 124位 42.5～45 13人

40 84.1% 135位 40～42.5 11人

37.5 89.4% 144位 37.5～40 9人

35 93.3% 150位 35～37.5 6人

32.5 96% 154位 32.5～35 4人

30 97.7% 157位 30～32.5 3人

27.5 98.8% 159位 27.5～30 2人

25 99.4% 160位 25～27.5 1人
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い
、
東
大
や
医
学
部
医
学
科
に
な
る
と
偏
差
値
六
十
七
・
五
以
上
で
七
人
の
し
烈
な
戦
い
に
な

る
の
で
す
。 

以
上
様
々
な
『
数
字
』
か
ら
「
見
え
る
」
こ
と
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
『
数
字
』
か
ら
『
進
路

（
進
学
・
受
験
）
』
に
つ
い
て
「
考
え
る
」
こ
と
を
し
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
読
ん
だ
皆
さ
ん

に
は
、「
自
分
」
の
「
目
」
で
「
見
」、「
耳
」
で
「
聞
き
」、「
手
」
で
「
調
べ
」
、「
頭
」
で
「
考

え
」、
「
判
断
」
す
る
こ
と
を
是
非
お
勧
め
し
ま
す
。 

（
編
集
・
文
責 

進
路
指
導
課 

今
野
光
人
） 

  

～
各
年
次
か
ら
～ 

  

一
年
次 

 
 

今
年
度
、
三
回
に
わ
た
る
学
習
時
間
調
査
や
進
研
模
試
の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
生
徒
た
ち

の
間
に
「
学
習
習
慣
の
定
着
」
と
「
隙
間
時
間
の
有
効
活
用
」
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
た
様

子
が
伺
え
る
。 

学
習
状
況
に
お
い
て
「
二
極
化
」
と
い
う
課
題
は
依
然
と
し
て
残
る
も
の
の
、
少
し
ず
つ
学

習
へ
意
識
が
向
い
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
学
び
に
向
か
う
姿
勢
」
を
さ
ら
に
確
固
た

る
も
の
に
し
、
学
年
一
丸
と
な
っ
て
二
年
次
へ
と
進
ん
で
い
き
た
い
。 

ま
た
、
二
学
期
よ
り
地
域
に
係
る
分
野
に
分
か
れ
て
、
地
域
の
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
行
い
、
十
一
月
に
Ｍ
Ｔ
基
礎
地
域
探
究
発
表
会
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
Ａ
人
文
社
会
・

語
学
・
歴
史
、
Ｂ
国
際
・
経
済
・
地
域
創
生
、
Ｃ
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
、
Ｄ
看
護
・
医
療
・

健
康
福
祉
、
Ｅ
自
然
科
学
、
Ｆ
科
学
・
数
学
の
六
分
野
に
分
か
れ
て
自
分
の
進
路
と
絡
め
な
が

ら
、
二
年
次
に
向
け
て
グ
ル
ー
プ
編
成
・
テ
ー
マ
決
定
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
調
べ

学
習
・
研
究
か
ら
自
分
の
考
え
方
や
視
野
を
広
げ
、
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
中
で
自
分
な
り
の

答
え
・
考
え
を
出
せ
る
よ
う
な
主
体
的
な
活
動
に
期
待
し
た
い
。 

  

二
年
次 

 
 

九
月
二
十
四
日
、「
山
形
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
聞
く
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
」
と
題
し

て
、
株
式
会
社
キ
タ
イ
エ
の
代
表
取
締
役
の
喜
多
恒
介
氏
や
、
高
校
生
未
来
ラ
ボ
の
藤
原
勝
煕

氏
を
お
招
き
し
て
、
進
路
志
望
の
描
き
方
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
頂
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
で
希
望
の
持
て
る
講
演
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
志
望
進
路
を
確
定
さ
せ
る
最
終
段
階
に
入

る
二
年
次
生
の
心
に
響
く
も
の
に
な
っ
た
。
修
学
旅
行
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
受
験
に
向
け
て

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
年
後
を
想
定
し
た
受
験
計
画
書
の
作
成
を
行

っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
二
者
面
談
と
三
者
面
談
を
実
施
し
、
自
分
の
志
望
達
成
に
向
け
て
の

現
実
的
な
見
通
し
を
検
討
し
た
。
ベ
ネ
ッ
セ
の
本
校
担
当
者
を
複
数
回
お
招
き
し
て
、
模
試
の

判
定
の
見
方
や
こ
れ
か
ら
の
受
験
計
画
の
立
て
方
等
の
講
演
も
行
っ
て
頂
い
た
。
三
月
の
高
校
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入
試
休
み
期
間
に
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」
を
使
っ
て
全
員
が
自
ら
の
志
望
校
の

志
望
理
由
書
を
書
き
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。「
受
験
に
フ
ラ
イ
ン
グ
は
無
い
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、
志
望
進
路
の
達
成
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
先
取
り
を
し
て
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。 

  

三
年
次 

 
 

三
年
次
の
う
ち
に
す
べ
き
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

 

三
年
次
は
執
筆
時
現
在
、
私
立
大
の
一
般
入
試
が
一
段
落
し
、
国
公
立
前
期
試
験
に
向
け
て

最
後
の
追
い
込
み
を
か
け
て
い
る
真
っ
た
だ
中
で
あ
る
。
夏
以
降
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、

総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に
向
け
た
個
別
指
導
に
始
ま
り
、
各
自
の
課
題
意
識
に
合
わ
せ
た

課
外
の
活
用
、
そ
し
て
日
々
の
授
業
で
の
演
習
、
実
践
に
邁
進
す
る
日
々
で
あ
っ
た
。
一
つ
の

山
場
で
あ
る
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
、
年
次
全
体
で
高
い
集
中
力
を
保
ち
な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て

向
き
合
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

今
年
度
は
、
全
員
参
加
の
講
習
を
廃
止
し
各
自
の
目
的
に
応
じ
て
受
講
を
選
択
で
き
る
課
外

を
導
入
し
、
生
徒
自
身
の
主
体
性
に
重
き
を
置
い
た
進
路
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
諸
先
生
方
と
の
面
談
を
こ
ま
め
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
受

験
計
画
や
課
題
意
識
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
進
路
活
動
全
体
を
通
し
て
三
年
次
生

の
大
き
な
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
未
来
開
拓 

次
代
の
チ
カ
ラ 

寒
高
」
の
教
育
目
標
が
示
す
よ
う
に
、
自
ら
考
え
、
主
体

性
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
進
路
実
現
の
大
き
な
カ
ギ
で
あ
る
。
一
、

二
年
次
生
も
学
習
や
部
活
動
、
毎
日
の
生
活
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
力
を
つ
け
て
ほ
し
い

と
願
う
。 

 

～
「
三
年
出
陣
式
」
～ 

 

一
月
十
六
日
金
曜
日
三
校
時
、
本
校
講
堂
に
お
い 

て
恒
例
の
「
出
陣
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長
先 

生
は
じ
め
先
生
方
か
ら
の
激
励
、
生
徒
会
か
ら
の
応 

援
、
ク
ラ
ス
代
表
者
の
決
意
表
明
、
そ
し
て
有
志
応 

援
と
受
験
生
を
奮
い
立
た
せ
る
熱
い
時
間
と
空
間
を 

共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
ス
ナ
ッ
プ
で
紹
介
し 

ま
す
。
「
餅
つ
き
」、「
理
数
分
野
の
三
角
関
数
ダ
ン 

ス
」
な
ど
盛
大
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

共
通
テ
ス
ト
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
受
験 

は
続
き
ま
す
。
結
果
も
こ
れ
か
ら
で
す
。
卒
業
後
も 

最
後
の
最
後
ま
で
粘
り
通
し
て
く
だ
さ
い
。
三
年
次 

の
皆
さ
ん
へ
の
春
は
、
こ
れ
か
ら
で
す
。 
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「
餅
つ
き
」 

…
 

つ
き
上
が
っ
た
餅
は
『
諦
め
な
い
』
と
『
倍
倍
フ
ァ
イ
ト
！
』 

                   

三
年
次
団
の
先
生
方
に
よ
る 

「
数
学
」
と
「
理
科
」
の
高
得
点
を
祈
願
し
て
『
サ
イ
ン
ダ
ン
ス
』
と
『
コ
サ
イ
ン
ダ
ン
ス
』 
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そ
し
て
『
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
ダ
ン
ス
』 

 
 
 

最
後
は
『
勝
ど
き
』
だ
！
！ 

                   

 

１　現在志望している進路 ２　進学志望の分野別内訳

１年 ２年 １年 ２年

国立大学 109 104 ① 人文科学 25 28

公立大学 20 28 ② 外国語 3 2

国公立大学計 129 132 ③ 社会科学 11 25

私立大学 16 26 ④ 教員養成 20 22

合計 145 158 ⑤ 生活科学 3 2

　準大学 0 0 ⑥ 芸術 4 7

国立短期大学 0 0 ⑦ 理 15 11

公立短期大学 0 2 ⑧ 工 22 18

私立短期大学 0 1 ⑨ 医(医学部医学科) 3 1

合計 0 3 ⑩ 歯 0 0

【海外】大学等 1 0 ⑪ 薬 1 4

　各種専門・専修学校 2 3 ⑫ 保健衛生(医療・看護系) 28 30

進学合計 148 164 ⑬ 農・水産 5 8

国家公務員 0 0 ⑭ その他 8 6

地方公務員 0 2 計 148 164

公務員計 0 2

県外 1 0

県内 1 0

自営・家業 0 0

民間計 2 0

就職合計 2 2

公

務

員

民

間

就

　

　

職

令和７年度　第３回進路志望調査集計結果

年　次 年　次

４

年

制

大

学

短

期

大

学

進

　

　

学


